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Q1: seven x seven 糸島のように今後リニューアル工事を検討している物件はあるか。 
  

A1: seven x seven 糸島は本投資法人が取得する以前に売主で発注済みのリニューアル

工事で、工事が行われる前提で取得していた経緯がある。 

本投資法人保有物件は全て新築物件であり、他のリニューアル計画は現時点では無

い。 

 

Q2: 「名古屋市中区リブランドプロジェクトⅡ」はスポンサーが外部売却したことを公表（2026

年8月27日付）したが、パイプライン物件が外部流出しないために、開発ファンドやブリッ

ジファンドに本投資法人から少額出資をして取得前から本投資法人が物件に関与すると

いった手段は検討するのか。足元のP/NAV倍率を考慮すると、増資は難しい状況かと考

えており、今後の増資に向けてパイプライン物件を確保する代替手段があれば教えてほし

い。 
  

A2: 増資において、P/NAV倍率も考慮するが、増資によるDPUの成長も重要視している。い

ずれにせよ、増資に向けては足元の水準より投資口価格を上昇させていく必要があると

考えている。 

スポンサーパイプライン物件は原則として本投資法人に優先交渉権があり、今後の増資

に向けて取得物件の検討をしていきたい。例えば、昨年開業済みのFAV LUX札幌すす

きの、edit x seven富士御殿場などの物件は開業直後からパフォーマンスが良く、こうい

った物件を順次取得したいと考えている。但し、本投資法人のポートフォリオや市場環境

を踏まえて取得を見送る物件もある。 

開発ファンドやブリッジファンドに本投資法人から出資をすることは現時点では積極的に検

討していない。 

 

 

以上 


